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県議会12月定例会は、12月2日から12月18

日までの17日間にわたって開催されました。

この定例会で、木村知事は平成15年度予算編成

方針について、地方の行財政制度が大きな変革期

を迎えようとするなか、「経済の活性化」、「新ふる

さとづくりの推進」、「防災関連」、「市町村合併」

など、喫緊の課題や新たな行政需要に的確に対応

するため、予算の思い切った重点配分により、歳

出構造を「問題解決型」に変革するとともに、本

県のアイデンティティーを発揮し、分権時代に相

応しい個性ある地域づくりを押し進めるため、「和

歌山発事業」の創出に積極的に取り組み、安心で

活力あふれる「21世紀の和歌山づくり」を推進し

ていきたいと述べました。

この他、関西国際空港エアーポートプロモーシ

ョン、地方分権研究会中間報告、これからの高速

道路を考える地方委員会、防災センターの整備、

緑の雇用事業、県産品の販路開拓など、県政をめ

ぐる最近の主な動きについての報告がありました。

そして、平成14年度和歌山県一般会計補正予算、

和歌山県個人情報保護条例、訴訟の提起などの議

案37件と知事専決処分報告1件が提案され、個人

情報保護条例が議会も実施機関に含めるよう修正

した上で可決され、他はいずれも原案どおり可

決・承認されました。

また、継続審査となっていた平成13年度和歌山

県歳入歳出決算、平成13年度和歌山県公営企業決

算は、いずれも認定されました。

請願については1件が取り下げ、3件が継続審査

となり、意見書については「安全・安心な農産物

を供給するため農薬登録の適用範囲の拡大を求め

る意見書」と「義務教育費国庫負担制度の堅持に

関する意見書」が可決され、関係機関に提出され

ました。

質疑及び一般質問には14人の議員が登壇し、県

政各般にわたる諸問題について活発な論議が展開

されました。

主な質問と、これに対する知事や関係当局の答

弁要旨は次のとおりです。

（要約抜すい）

平成14年度県一般会計補正予算、県個人情報保護条
例などの案件を可決
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経済、雇用対策
和歌山県の産業は非常に厳

しい状況にあり、こういう時
代には、今まである産業をブ
ラッシュアップして付加価値
を沢山つけていくような施策
をとっていかなければならない。
世界的に隙間産業を探してい
くとか、各地の地場産業が相互
に連携を取りながら自分達のい
いところを教え合って、より付
加価値を高めていくという動き
が全国的に出てきているので、
このようなことを支援して、和
歌山県でも特色ある企業がどん
どん増えてくるような形で対応
していきたい。

当面の不況対策
長引く不況の中、まず、中

小企業の経営の安定化を図る
ことが喫緊の課題であり、緊
急経済対策資金の創設など、
金融支援の強化を図っている。
また、同時に、技術開発支

援や販路開拓支援を行うなど、
本県の地域資源を活かした中
小企業の活性化に取り組んで
おり、雇用の場の確保につな
げていきたい。

政策課題に対する組織の
見直し
新たな県の役割に合わせ、

柔軟かつ迅
じん

速に組織の見直し
を行っていきたい。組織とし
て民間感覚を持った対応とい
うことが大事であり、縦割り
ではなく、横の連携を重視し
て、それぞれの行政課題に対
してはどういった組織が良い
かをゼロベースから見直すと
いう発想をもって検討してい
るところである。

南海地震対策
物資の備蓄

備蓄については、まず住民
自身が災害時に必要な最小限

の確保をしていただくことを
前提に、自主防災組織などの
地域コミュニティー、市町村、
そして県が連携した形で進め
ていくべきであると考えてい
るところであり、今後、地震
防災対策のアクションプログ
ラムを検討していく中で、備
蓄計画の策定を進めていきた
い。

和歌山型公共工事のあり方
経済効率だけでなく雇用を考

えた工法選択

厳しい経済状況の中、公共
事業を進める上で県内雇用の
確保が従来に増して重要な観
点であると認識している。こ
のため、景気雇用対策本部に
おいて、公共事業における県
産品の優先使用に取り組んで
いる。
今後とも、県内雇用を確保

するため、多少コスト増があ
っても公共事業において県産
品の優先使用を進めていく。

無登録農薬
国からの情報提供に基づき、

立入調査を行うとともに、啓
発パンフレットを県内全農家
に配布して、農薬の適正使用
の啓発に努めたほか、すべて
の農薬販売業者を対象とする
無登録農薬の販売状況調査を
実施した。
また、去る12月4日に農薬取

締法が改正されたので、今後、
新たに使用者責任の明確化や
罰則の強化など、改正内容の
周知徹底を図るとともに、生
産農家における使用農薬の記
帳推進など、指導の徹底を図
っていきたい。

県産品の販路拡大を
いいものをいかに広く知って

もらうか

東京都のイトーヨーカ堂木

場店において、11月27日から
12月2日の6日間、「まるごと和
歌山物産展」を開催したとこ
ろ、大変な賑わいを見せた。
今回の物産展は、単なる一

過性のイベントではなく、今
後に続くニューマーケティン
グ戦略の第一歩と位置づけて
おり、品質面、表示面、販売
方法等、どのような工夫をす
れば首都圏で売れるようにな
るのか十分研究していきたい。

グリーンピア南紀
県としては、経営改善への

支援や民間事業者への働きか
けなどを行ったが効果なく、
非常に苦しい選択ではあった
が、これ以上の支援は困難で
あると判断した。
施設の今後の在り方につい

ては、県としても、地域経済
の活性化や雇用の場の確保と
いう観点から、引き続き、施
設の跡地の利活用を地元自治
体や、土地の所有者である年
金資金運用基金と積極的に協
議していく。

野生動物被害状況の認識と
対策
鳥獣被害が県内に拡がって

おり、生産者が苦慮している
ことは十分認識している。こ
うした中で、従来の国庫補助
事業の活用に加え、平成13年
度に県単独の農作物獣害防止
対策事業を創設し、防護柵や
電気柵の設置などに努めた。
今後とも専門家を招いての

研修会を開催するとともに、
国の防止対策事業と有機的に
組み合わせながら、関係部局
と一体となって被害防止に取
り組みたい。

紀南地方の新たな雇用の創生
紀南地域の活性化と雇用機

会の確保を図るため、地域の

持つ産業資源を最大限活用し、
時代をリードする情報通信関
連産業の集積を促進すること
は極めて重要であると認識し
ている。そのため、総務省が
進めているＩＴビジネスモデ
ル地区の指定を受け、ＩＨＳ
構想を進めるべく、国等への
要望はもとより、首都圏を中
心に様々な機会を捉えて、プ
レゼンテーションや企業訪問
を行っている。

青少年プランの具現化
平成13年度から5年間の指針

として「わかやま青少年プラ
ン」を策定し、本年度は、「ふ
れあい地域の声かけ運動」な
ど、県庁全体で164の施策を推
進している。また、来年度は、
県内外から約600名が参加する
「青少年健全育成中央フォーラ
ム」を和歌山市で開催する予
定である。
今後とも、教育委員会や、警
察本部とも連携を深め、プラ
ンに掲げた施策の推進に取り
組んでいく。

ドクターヘリ事業
運航体制については、基地

病院である県立医科大学附属
病院の屋上ヘリポートにドク
ターヘリを常駐させるととも
に、医師、看護師、操縦士、
整備士の4人が搭乗し出動する。
運航時間は、原則「午前9時か
ら午後５時まで」で、運航範
囲は附属病院から半径100キロ
メートル圏内で三重県・奈良
県との協定に基づき両県南部
にも出動する。

Ｃ型肝炎対策
本年度から市町村が実施し

ている健診にＣ型肝炎の検査
項目が追加された。また、啓
発冊子を作成するなど、正し
い知識の普及や啓発を行って

いるのを始め、医師、保健師
等に対する研修会等を開催し、
早期発見、早期治療の体制整
備に努めている。医療費助成
については難しいと考えるが、
国に対しては、いつでも安心
して適切な医療を受けること
が出来るよう要望していく。

国際交流における研修会や
修学旅行
本県の学校では、国際的な

視野や国際感覚を身に付けさ
せるため、平成8年度から海外
への修学旅行を解禁した。平
成14年度には、県立学校19校、
中学校2校が海外修学旅行等を
行った。
今後とも、こうした機会を

通して、近隣諸国、地域との
交流を深め、広い視野で異文
化を理解し、日本人として主
体的に生きる資質や能力を高
めていくことが大切であると
考える。

このほか、次のような質問
がありました。（抜すい）

・医大跡地の利活用

・平成15年度予算編成

・農林業政策

・レジオネラ症対策　

・通年予算主義

・いきとどいた学校教育を

・地域通貨の活用で地域の活性化を

・自然と健康を守る環境行政の

実現を

・女性パワーを生かしたまちづ

くりの願い

・高速道路の紀南延伸

・人権について

・食と緑の工場特区構想

・国保問題

・行政課題の柱である道路網の

整備
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心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文

「
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
」

橋
本
市
　
藤
田
圭
子
さ
ん

小
学
校
五
年
生
の
時
だ
っ
た
。
夏
休
み
一
人
で
寮
に
い
る
と
う
け
も
ち
の
先
生
が
、「
お
花

を
あ
げ
よ
う
」
と
い
っ
て
手
渡
し
て
く
れ
た
。

「
う
わ
あ
、
こ
れ
な
ん
の
花
」

「
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
っ
て
い
う
ん
だ
よ
。
こ
っ
ち
が
赤
で
こ
っ
ち
が
白
。
き
れ
い
な
花
だ
よ
。」

二
本
の
花
は
手
に
重
た
か
っ
た
。
花
瓶
が
な
い
の
で
、
ホ
ル
マ
リ
ン
の
空
き
び
ん
を
も
ら
っ

て
さ
し
て
机
の
上
に
お
い
た
。
ち
ょ
っ
と
手
を
ふ
れ
て
み
る
と
お
ぎ
ょ
う
ぎ
よ
く
並
ん
で
、
下

か
ら
順
に
上
に
向
か
っ
て
咲
い
て
い
く
花
を
知
っ
た
。
今
ま
で
、
花
な
ど
何
の
興
味
も
な
か
っ

た
け
ど
こ
の
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
に
出
会
っ
て
か
ら
、
私
は
花
が
好
き
に
な
っ
た
。
そ
し
て
色
ん
な

花
を
見
た
い
と
思
っ
た
。

外
に
出
て
は
「
こ
れ
何
の
花
？
」「
こ
の
花
は
何
色
？
」
友
達
や
先
生
に
よ
く
聞
い
た
も
の

だ
っ
た
。

で
も
困
っ
た
。
花
の
か
た
ち
は
、
は
っ
ぱ
は
、
さ
わ
れ
ば
わ
か
る
が
色
だ
、
ど
う
説
明
さ
れ

て
も
こ
れ
は
黄
色
い
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
こ
れ
は
赤
い
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
絶
対
に
区
別
が
出
来
な
い
。

色
は
ど
ん
な
に
説
明
さ
れ
て
も
、
さ
わ
っ
て
も
、
わ
か
ら
な
い
が
、
私
は
、
小
学
校
一
年
生
ま

で
は
、
視
力
が
あ
っ
た
か
ら
そ
れ
な
り
の
想
像
は
つ
く
。

し
か
し
、
生
ま
れ
つ
き
見
え
な
い
人
た
ち
は
自
分
の
う
ち
で
想
像
す
る
し
か
な
い
。

手
に
ふ
れ
て
も
わ
か
ら
な
い
も
の
、
ふ
れ
た
く
て
も
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
・
・
・
。

こ
の
世
に
は
、
そ
う
し
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
け
ど
、
ふ
れ
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
に
は
何

で
も
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
う
。
ふ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
私
達
、
視
力
障
害
者
は
理
解
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
の
だ
か
ら
・
・
・
。

あ
の
有
名
な
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
も
サ
リ
バ
ン
先
生
な
ど
が
井
戸
に
連
れ
て
い
っ
て
片
方
の
手
を

水
に
、
片
方
の
手
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
）
と
書
い
て
教
え
た
と
あ
る
。

ど
ん
な
に
説
明
さ
れ
て
も
、
直
接
手
で
さ
わ
っ
て
み
る
ほ
ど
た
し
か
な
こ
と
は
な
い
。
私
は
、

視
力
は
な
い
け
ど
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
耳
が
き
こ
え
る
か
ら
、
説
明
を
し
て
さ
わ
ら
せ
て
頂
け
れ

ば
思
っ
た
よ
り
理
解
出
来
る
と
思
う
。

周
り
に
見
え
な
い
こ
と
を
理
解
出
来
な
い
人
が
、
た
ま
に
い
る
。

あ
る
グ
ル
ー
プ
で
集
ま
っ
た
時
の
こ
と
だ
。
お
食
事
を
し
て
雑
談
を
し
て
、
会
は
終
わ
ろ
う

と
い
う
時
、
写
真
を
と
ろ
う
と
言
い
出
し
た
者
が
い
た
。「
私
は
見
ら
れ
る
だ
け
で
、
見
る
こ

と
が
出
来
な
い
か
ら
パ
ス
」
と
言
っ
た
ら
、
記
念
に
な
る
か
ら
入
っ
て
よ
と
言
う
の
で
、
ま
あ

ー
い
い
か
な
と
思
い
、
入
る
こ
と
に
し
て
一
番
前
に
座
っ
た
。

そ
こ
に
は
テ
ー
ブ
ル
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
婦
人
が
「
前
に
花
瓶
を
お
い
て
あ
げ
る
ね
。」

と
言
っ
た
。
私
は
「
何
の
花
？
」
と
言
っ
て
手
を
出
し
た
。「
さ
わ
っ
ち
ゃ
ダ
メ
」
と
言
っ
て

私
の
手
を
払
い
の
け
た
。
び
っ
く
り
し
た
。
恥
ず
か
し
か
っ
た
。
こ
ぼ
れ
そ
う
に
な
る
涙
を
こ

ら
え
て
家
に
帰
っ
た
。
何
が
そ
ん
な
に
悲
し
い
の
か
わ
か
ん
な
い
け
ど
、
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ

た
。
悲
し
か
っ
た
な
あ
・
・
・
。
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
事
を
私
は
知
ら
な
か
っ
た
。

で
も
そ
れ
な
ら
ば
、
黙
っ
て
お
い
て
く
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
・
・
・
。
た
と
え
目
の
前
に
お

か
れ
て
あ
っ
て
も
手
の
ふ
れ
な
い
限
り
は
そ
こ
に
あ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
の
だ
か
ら
。

で
も
私
の
周
り
に
い
る
人
達
は
大
部
分
の
人
が
、
私
を
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
人
達
と
花
見
に
行
っ
た
時
、
枝
を
た
ぐ
り
寄
せ
て
、「
こ
ん
な
花
が
咲
い
て
い
る
よ
」

「
こ
ん
な
花
び
ら
が
ヒ
ラ
ヒ
ラ
し
て
散
っ
て
い
る
よ
」
と
言
っ
て
、
小
さ
な
う
す
い
花
び
ら
を
、

そ
っ
と
手
の
ひ
ら
に
の
せ
て
く
れ
た
人
・
・
・
。「
名
前
は
わ
か
ん
な
い
け
ど
、
こ
ん
な
こ
ま

か
い
花
が
、
周
り
に
い
っ
ぱ
い
咲
い
て
い
る
よ
」
二
〜
三
本
つ
ん
で
き
て
、
手
渡
し
て
く
れ
た

人
・
・
・
。
み
ん
な
心
や
さ
し
い
親
切
な
人
達
で
、
店
に
行
っ
て
も
私
は
出
来
る
だ
け
手
に
取

っ
て
み
て
か
ら
買
う
。
ど
ん
な
に
説
明
さ
れ
た
っ
て
、
カ
バ
ン
一
つ
に
し
た
っ
て
ど
ん
な
風
に

ポ
ケ
ッ
ト
が
つ
い
て
い
る
の
か
、
持
ち
手
は
、
重
さ
は
、
こ
れ
く
ら
い
の
こ
と
は
見
え
る
人
達

も
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

見
え
る
人
達
は
、
見
て
さ
わ
っ
て
で
し
ょ
う
け
ど
、
私
は
ふ
れ
て
さ
わ
っ
て
み
る
の
で
す
。

私
の
目
は
こ
の
手
な
の
で
す
。
色
ん
な
人
の
や
さ
し
さ
に
ふ
れ
て
、
今
日
ま
で
生
き
て
き
ま
し

た
。
手
の
ひ
ら
に
花
び
ら
を
そ
っ
と
の
せ
て
く
れ
た
人
の
手
の
温
も
り
を
・
・
・
。
そ
れ
以
上

に
そ
の
人
の
心
の
温
も
り
を
感
じ
ま
し
た
。

今
年
も
、
植
木
鉢
で
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
花
は
咲
き
ま
し
た
。
小
さ
な
小
さ
な
花
で
し
た
が
、

あ
の
時
先
生
が
あ
の
花
を
く
れ
な
か
っ
た
ら
、
私
は
こ
ん
な
に
花
が
好
き
に
な
っ
て
た
だ
ろ
う

か
。
思
う
と
き
、
あ
の
先
生
の
や
さ
し
さ
を
思
い
つ
つ
今
日
も
花
に
水
を
や
っ
て
い
る
の
で
す
。

今
頃
、
先
生
は
ど
こ
の
空
の
下
で
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る
の
か
な
あ
。
私
の
こ
と
な
ど
忘
れ
て

い
る
の
か
な
あ
・
・
・
。

（
こ
の
作
品
は
、
点
字
で
応
募
さ
れ
た
も
の
を
墨
字
訳
し
て
い
ま
す
。）

問 県庁障害福祉課 t073(441)2530

12
月
某
日

東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
、
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
の
新
春
対
談
番
組
の
収
録
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
お
相
手
は
、
女
優
の
萬
田
久
子
さ
ん
。
あ
で

や
か
な
和
服
姿
で
萬
田
さ
ん
が
入
っ
て
く
る
と
、
会

場
は
、
一
気
に
お
正
月
ら
し
さ
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

萬
田
さ
ん
の
お
母
さ
ん
は
熊
野
地
方
の
ご
出
身
で
、

萬
田
さ
ん
は
熊
野
の
郷
土
食

”
め
は
り
ず
し
“
を

日
常
に
食
し
て
い
る
と
か
。
こ
の
日
も
、
わ
ざ

わ
ざ
お
母
さ
ん
手
作
り
の

”
め
は
り
ず
し
“
を

持
参
さ
れ
ま
し
た
。
知
事
は
、
「
い
や
ー
、

こ
の
大
き
い
の
が
い
い
ん
だ
よ
ね
。
最
近

は
、
一
口
サ
イ
ズ
の
が
出
回
っ
て
い
る
け

ど
、
ほ
ん
ま
も
ん
は
、
こ
う
で
な
か
っ
た

ら
…
。」
と
応
じ
、
趣
味
の
家
庭
菜
園
で
大

根
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
育
て
て
い
る
話
を
す

る
と
、
自
然
志
向
の
萬
田
さ
ん
も
、
紀
州
備

長
炭
を
愛
用
し
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
る
な
ど
、

す
っ
か
り
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
で
対
談
も
弾
み
ま

し
た
。

昨
年
、
全
国
の
都
道
府
県
と
内
閣
府
が
共
催
で
「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
」

と
「
障
害
者
の
日
の
ポ
ス
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
し
た
。
応
募
総
数
８
０
１
５
編

の
作
文
と
３
５
１
４
点
の
ポ
ス
タ
ー
の
中
か
ら
、
作
文
の
部
で
橋
本
市
の
藤
田

圭
子
さ
ん
が
優
秀
賞
（
内
閣
官
房
長
官
賞
）
を
、
又
ポ
ス
タ
ー
の
部
で
海
南
市

の
山
田
結
香
さ
ん
が
佳
作
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

障
害
者
の
日
の
ポ
ス
タ
ー

海
南
市
立
内
海
小
学
校
５
年
　
山
田
結
香
さ
ん



非常勤講師等希望者登録　
産休・育休等教員補充者、教科
非常勤講師、緊急雇用に係る生
活相談員・特殊学級補助教員、
教員の育児休業に伴う任期付講
師の希望者を登録します。
申・問 3月10日までに、履歴書
(希望校種、教科名、所有免許状
を明記)を県教育委員会教職員課

わかやまくらしのモニター
対県内在住で消費・物価問題に
関心があり、県消費者行政に協
力いただける20歳以上の方(公
務員を除く)
任期 4月1日から１年間
定 100人(選考）
申・問 ハガキに住所、氏名、年
齢、職業、電話番号、応募理由を
記入し、2月25日までに県庁県民
生活課「くらしのモニター」係

国民生活モニター
対県内在住で国のモニターを行
う予定のない20歳以上の方
任期 4月1日から１年間
定 7人程度(選考）
申・問 ハガキに住所、氏名、年
齢、性別、職業、電話番号、応
募理由を記入し、2月28日まで
に県庁県民生活課「国民生活モ
ニター」係

わかやま環境大賞
対県内を拠点に環境保全活動を
行っている団体又は個人
申・問 応募用紙に必要事項を記
入し、2月3日～3月20日までに
県庁環境生活総務課又は各振興
局県民行政部総務課(東牟婁は
地域行政課)自薦他薦不問

県営住宅入居者
申込用紙配布日時 3月3～20日
9:00～17:00 (土・日・祝日除く)
配布場所 県住宅供給公社、県庁
住宅課、各振興局建設部(海草を
除く）、各所在市町村役場等

<県住宅供給公社管内>

問t073(425)6888
千旦 ２戸
千旦第二 ２
栄谷 ３
延時 ２
西脇グリーン ６
三葛 和歌山市 ３
楠見 ６
ニューかわなが ２
城北 １
紀伊 ２
西浜（新築） 10
野上 野上町 １
鴨沼2～5号棟

岩出町
４

鴨沼6号棟 １

<那賀振興局建設部管内>

問建築課t0736(61)0030
長山 貴志川町 ７戸

<有田振興局建設部管内>

問総務課t0737(64)1267

港 有田市 １戸
御殿場

湯浅町
１

青木/視覚障害者向 １
和田 広川町 ２
徳田 吉備町 ２
吉原 金屋町 １

<日高振興局建設部管内>

問総務課t0738(24)2918
下富安

御坊市
１戸

藤田 1

<西牟婁振興局建設部管内>

問建築課t0739(26)7922
新万 １戸
内之浦 田辺市 １
中芳養 １

<東牟婁振興局新宮建設部管内>

問総務課t0735(21)9623
丸山 新宮市 １戸
宇久井 那智勝浦町 ２
平見 太地町 ２

東京学生寮入寮者
対東京近辺の4年制大学（原則
昼間の部の学生)に入学予定又
は在学中の男子で、保護者が県
内在住の方　若干名
申 2月3日～3月13日に必要書類を
(財)県奨学会東京学生寮〒182-
0016東京都調布市佐須町3-16-2
（新宿駅から京王線で約35分）
費入寮金6万円、月額(食費込)
48,500円(予定)
面接 3月15日に和歌山県市町
村共済会館(和歌山市)で実施
問県教育委員会総務課、東京学
生寮t0424(82)2390

初級スポーツ教室
時 4月6日～6月21日
場 県体力開発センター（和歌山市）
申幼児・児童＝往復ハガキに希
望教室名、住所、氏名、年齢、
生年月日、新学年、保護者名、
電話番号を記入し、2月22日ま
でに会場
成人＝3月2日9:00から会場で
先着順で受付（受講料持参）
問会場t073(431)7173

わかやまシニアカレッジ受講生
対県内在住で平成16年3月31
日現在60歳以上の方
時 4月から毎月1～2回開講
場①和歌山市②田辺市③新宮市
費①②2,000円　③1,000円
申・問 ハガキ又はFAXに受講希
望場所、住所、氏名、生年月日、

性別、電話番号を記入し、3月6
日までに
①県いきいき長寿社会センター
〒640-8319和歌山市手平2-1-2
和歌山ビッグ愛7階
FAX073(435)5215
t073(435)5214
②田辺市役所やすらぎ対策課
〒646-0031田辺市湊1619-8
田辺市民総合センター
FAX0739(25)3994  
t0739(26)4902
③新宮市社会福祉協議会
〒647-0041新宮市野田1-1  
FAX0735(23)0510  
t0735(21)2760

県立医科大学公開講座
「生活習慣病と癌

がん

予防」
（公衆衛生学教授 竹下達也氏）
「心臓病・突然死を防ぐ」
（外科学第一教授 岡村吉隆氏）
時 2月20日(木) 14:00～16:00
場県立医科大学（和歌山市）
定 100人(先着順）
申・問 電話又はFAXで住所、氏
名、電話番号を医大総務課
t073(441)0712
FAX073(441)0713 

募  集�

県情報処理員採用（任期5年）
時 3月2日(日)
場和歌山ビッグ愛（和歌山市）
対昭和23年4月2日から昭和56年
4月1日までに生まれた方で、シス
テム開発等の実務経験を有する方
定 3人程度
申・問 所定の用紙で2月21日ま
でに県庁情報システム課

試  験�ごあんない�
ワークフェスタ2003
ハローワーク就職面接会
時 2月19日(水)10:00～15:00
場ホテルグランヴィア和歌山
(JR和歌山駅前）

問県庁雇用推進室

農業技術成果発表会
県農林水産総合技術センターの
農業関係試験研究機関等による
成果発表会
時 3月7日(金)10:00～16:40
場県勤労福祉会館プラザホープ
(和歌山市）

問県農林水産総合技術センター
t0737(52)8713

特定疾患医療受給者証の有効
期間が延長されます
今年10月に制度改正されるた
め、平成15年3月31日まで有
効の特定疾患医療受給者証の有
効期間が9月30日まで延長され
ることになりました。新しい受
給者証を送付しますので、継続
申請手続きの必要はありません。
問和歌山市保健所、各県立保
健所又は県庁健康対策課

全国古道街道フォーラム in 熊野
俳優の柳生博さんや俳人の黛ま
どかさんなど著名人や全国の古
道・街道関係者による講演会、
分科会と熊野古道ウォーク
※一般参加可(要問合わせ）
時 2月22日(土)～23日(日)

場ホテル浦島(那智勝浦町）
問南紀熊野21協議会事務局
t073(441)2426

吉野熊野“食文化”交流会
吉野熊野地域の「食」について
の講演会や交流会など
時 3月10日(月)13:00～16:00
場新宮地域職業訓練センター
(新宮市）

問吉野熊野地域振興協議会
t0735(21)9606

宝くじ文化講演会（無料）
講師 ケント・デリカット
時・場 ①3月28日(金)19:00～
吉備町きびドーム②3月29日(土)
13:00～ 清水町文化センター
整理券配布 ①3月5日(水)～吉備町

教育委員会、きびドーム、きび会館
②2月15日(土)～清水町教育委員会、
清水町役場各出張所
問①吉備町教育委員会
t0737(52)2111
②清水町教育委員会
t0737(25)1111

宝くじ文化公演（有料）
引田天功スーパーイリュージョン
時 3月14日(金)19:00～
場上富田文化会館
費前売り＝一般2,000円、高校
生以下1,000円
チケット販売 上富田文化会館、
上富田町役場各出張所、紀南文
化会館(田辺市）
問上富田町教育委員会
t0739(47)5930

県内で発売された宝くじの収益金は、

検診車やスクールバスの配置、森林

公園の整備など県内の身近な福祉や

環境保全などに役立てられています。

＊グリーンジャンボ宝くじ（第
453回全国自治宝くじ1枚300
円）が発売されます。
1等賞金1億円 前後賞あわせて2億円

発売期間 2月17日～3月7日

3歳児と親 火 20
体操 4～6歳児 月 各

小学1～6年生 月 30
ベビー（1～2歳児）と親＆
3歳児と親 金

水泳 4～6歳の幼児 木
各

小学1～2年生 土
50

小学3～6年生 日

体操
レディースアスレ 各
ティック 30

水泳 レディーススイミング 月 50
アスレティックナイト 月 各

体操
アスレティック＆アクア 木 30
リズムエクササイズ 金 25
アスレティックシルバー 月・木 各

水中 アクアシルバー 金 30
体操 アクアエクササイズ 月 40
水泳 ナイトスイミング 土 50

対象 種別 教室名 曜日 定員

成
　
　
人

成
人
女
性

幼

児

・

児

童

月・火
木

心豊かな
長寿社会を築く
県庁広報室、各振興
局県民行政部総務
課でお渡しします。
郵送希望の方は、返信用切手200円
分同封のうえ県庁広報室へ。

広報誌「W-ing」
第20号発行！

宝くじは県内で買いましょう！

ファミリーで遊ぼう！
～国際理解文化体験講座～
中国の家庭料理、中国語体験等
対 小学生とその家族で国際交流
に関心があり2日間参加できる方
時 3月1日(土) 10:00～14:30

2日(日) 9:15～12:00
場粉河町公民館
定 25人程度（先着順）
費 1家族1,000円
申 ハガキ又はFAXに住所、氏

名、子どもの年齢、電話番号を
記入し協会

和歌山県国際交流ボランティア
通訳、ホームステイ、日本語講
師、日本文化理解講座講師など
対県内に在住又は通勤・通学
している方 ※資格等要問合せ
登録期間 4月1日から１年
申所定の調査票に必要事項を
記入し、3月31日までに協会

もっと知ろうよ！世界を（講座）
●もっと知ろうよ！韓国
時 2月21日(金)・28日(金)
いずれも18:30～20:00

場 国際交流センター（和歌山市）
●もっと知ろうよ！フランス
時 2月22日(土) 13:30～16:30
場 粉河町公民館
●もっと知ろうよ！メキシコ
時 3月1日(土) 13:30～16:30
場 粉河町公民館

定各国講座20人程度（先着順）
費 1カ国講座1,000円（会員500円）
申ハガキ又はFAXに参加希望
国名（3カ国受講可）、住所、氏
名、電話番号を記入し協会

問（財）和歌山県国際交流協会
〒640-8319和歌山市手平2-1-2
和歌山ビッグ愛8階　
t073(435)5240
FAX073(435)5243

県
国
際
交
流
協
会

平成15年（2003年）2月1日�6

和歌山県のホームページは　http://www.wakayama.go.jp/�
県庁・県教育委員会への郵便は　〒640-8585（県庁専用郵便番号、住所記入不要）○○○課あて�

　　　　　　　　　　　電話は　t073（432）4111

時…期日・時間 場…場所・会場 定…定員　　�
対…対象・資格 費…費用 申…申込・応募方法　�
問…問い合わせ 抽…希望者多数の場合抽選��



県男女共生社会推進センター�

平成15年（2003年）2月1日�7
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人件費の状況（普通会計決算） （単位：千円）

住民基本台帳人口 歳出額 人件費 人件費率 （参考）
平成14年3月31日現在 Ａ Ｂ Ｂ／Ａ 12年度の人件費率

13年度 1,083,391人 568,269,920 2,823,057 182,574,046 32.1% 31.5％
（注）人件費は、一般職の職員の給与、退職手当、共済費のほか、特別職の職員の
給与及び報酬等の普通会計に属する部分について集計したものです。

職 員 数 給　与　費 １人当たり
Ａ 給　料 職員手当 期末･勤勉手当 計　Ｂ 給与費B/A

14年度 18,289人 85,129,670 16,058,403 37,916,246 139,104,319 7,606
（注）職員数及び給与費は、平成14年度当初予算に計上されたもののうち、一般職
の職員の普通会計に属する部分について集計したものです。

職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成14年4月1日現在）

和　歌　山　県 国
平均給料月額（円）平均年齢（歳）平均給料月額（円）平均年齢（歳）

一般行政職 363,569 42.2 332,052 40.4 
警察職 375,072 42.2 351,244 41.9

高等学校教育職 419,455 44.8 408,973 42.2
小中学校教育職 423,693 45.0 384,729 40.3
技能労務職 355,821 47.7 290,731 48.8

職員の初任給の状況　　　　　　（平成15年1月1日現在）（単位：円）

和歌山県 国
決定初任給 採用2年後 初 任 給 採用2年後

一般行政職

警察職

高等学校教育職
小中学校教育職

Ⅰ種
（大卒程度）
Ⅱ種

（短卒程度）
Ⅲ種

（高卒程度）
大学卒
高校卒
大学卒
大学卒

176,616

147,708

138,105

194,535
155,925 
197,109
197,109

189,684

169,785

153,450

209,385
176,517 
211,860 
211,860

Ⅰ種　180,900
Ⅱ種　171,500

149,200

139,500

199,200
157,500
192,000
192,000

200,200
185,600

161,000

149,200

214,400
171,200
206,300
206,300

職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
（平成14年4月1日現在）（単位：円）

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年
大学卒 283,275 337,359 396,294     
高校卒 241,961 282,820 329,834
大学卒 304,772 347,510 399,671
高校卒 268,562 317,302 359,564 

高等学校教育職 大学卒 327,489 383,678 419,037
小中学校教育職 大学卒 330,795 384,491 414,621
技能労務職 高校卒 219,582 266,535 309,177   

一般行政職の級別職員数の状況　　 （平成14年4月1日現在）

区　　　分

一般行政職

警察職

11級 部長 36 0.8 0.7 0.5
10級 次長・審議監 40 0.9 0.7 0.8
9級 参事・課長 127 2.8 2.7 2.7
8級 課長・副課長・課長補佐 1,141 25.3 25.4 22.9
7級 班長・主任 1,022 22.6 22.1 19.1
6級 主査 530 11.7 11.8 11.1
5級 主査・副主査 253 5.6 5.6 6.6
4級 副主査・主事・技師 787(5) 17.4 16.8 20.8
3級 主事・技師 342 7.6 8.2 5.7
2級 主事・技師 193 4.3 4.9 8.0
1級 主事・技師 45 1.0 1.1 1.8
計 4,516(5) 100.0 100.0 100.0

職員数 構成比 参　考
（人） （％） 1年前 5年前

期末手当 6月期1.45月分 12月期1.55月分 3月期0.50月分 計3.50月分

区　分 報酬等（円） 区　分 報酬等（円）
知　事 1,251,300 議　長 979,700
副知事 979,700 副議長 834,200
出納長 834,200 議　員 795,400

特別職の報酬等の状況　　　　　　 （平成15年1月1日現在）

議　　会 39 38 △ 1 (1)主な増員理由
総務企画 812 810 △ 2 ・緑の雇用推進事業の増
税　　務 166 156 △ 10 ・廃棄物対策体制の強化
民　　生 399 374 △ 25 ・市町村合併関係事務の増
衛　　生 472 467 △ 5 ・法定外公共用財産の市町村譲与業務の増
労　　働 79 82 3 (2)主な減員理由
農林水産 1,053 1,023 △ 30 ・振興局グループ制導入に伴う
商　　工 203 205 2 中間職制の整理
土　　木 958 960 2
小　　計 4,181 4,115 △ 66
教　　育 10,915 10,791 △124 児童生徒数減少による教職員の減員等
警　　察 2,313 2,335 22 欠員補充
小　　計 13,228 13,126 △102

17,409 17,241 △168
病 院 1,269 1,261 △ 8 欠員不補充　　　　　　　　　　
そ の 他 130 124 △ 6 御坊工業団地開発終了等に伴う減
小　　計 1,399 1,385 △ 14

18,808 18,626 △182

一
般
行
政
部
門

部門別職員数の状況　　　　　　　　 （各年4月1日現在）

区　分 職 員 数
部　門 平成13年 平成14年

増減数 増 減 理 由 等

部
門

特
別
行
政

普 通 会 計 計

合　　計

会
計
部
門

公
営
企
業
等

（注）職員数は一般職に属する職員であり、地方公務員の身分を保有する休職者、
派遣職員などを含み、臨時職員を除いています。

定員管理計画の数値目標等
(1) 実施期間　平成11年度から平成15年度まで
(2) 定員管理目標
ア 知事部局（県立医科大学を除く。） 約100人削減
イ 教育委員会（教職員） 約500人削減
(3) 定員管理手法　
事務事業の整理合理化や行政事務の簡素化、事務改善等を積極的に

推進するなど、行政サービスを低下させずに事務の効率化を図りなが
ら、職員の削減を行う。
(4) 進捗状況　　　　　　　　　　　　　　 （数字は条例定数　単位：人）

実質収支

区　　　分

区　分

区　分 区 分 標準的な職務内容

（注）厳しい財政状況を踏まえ、平成14年度は知事・副知事・出納長の給料、議
長・副議長・議員の報酬をそれぞれ3％減額しています。

今、和歌山県では、財政再建が大きな課題になっており、次の世代に過大な負担を残すことのないよう、徹底した行財

政改革に取り組んでいます。その一環として、平成14年度は、職員（県職員、教職員、警察職員）の給料の一部をカット

しました。平成15年度においても給料の一部をカットする予定です。今後とも、県は、すべての分野に聖域を設けず歳出

の見直しに努めていきますので、県民のみなさんのご理解とご協力をお願いします。

職員給与費の状況（普通会計予算） （単位：千円）

（注）平成１4年度は、厳しい財政状況を踏まえ管理職の職員は給料の2％、管理職
以外の職員は給料の１％をそれぞれ減額しています。
※　平成１4年4月１日現在の一般行政職の給料は、国家公務員の水準を１00とし
た場合、１02.3となっています。

計 画 時 平成11年度まで 平成12年度 平成13年度 平成14～15年度 数値目標
知事部局 4,364 4,364 4,334 4,294 4,264
削 減 数 0 △30 △40 △30 △100
教育委員会 11,335 11,287 11,175 11,064 10,835
削 減 数 △48 △112 △111 △229 △500

県職員（一般、警察、教育）の給与等の現状 問い合わせ　県庁人事課

県内の各市町村代表の
小中学生が和歌山市内
（県庁～和歌山マリーナ
シティ）の25km・10区
間で駅伝競走をします。
ぜひ応援にお越しくだ
さい。
なお、当日10:20～13:30
の間、区間ごとに順次
交通規制を行いますの
でご協力をお願いしま
す。

団体・グループのための
組織開発講座
行政とのパートナーシップ、会
議の持ち方、事務局の運営と役
割、効果的な情報発信など
時 2月20日(木)、28日（金）
いずれも13:00～16:00

場 りぃぶる
定 30人（先着順）
申 電話、FAX、Eメールで住所、

氏名、年齢、電話番号を2月17
日までにりぃぶる
※一時保育あり（事前申込必要）

女性地域リーダー養成公開講座
パネルディスカッション
男女共生社会実現にむけてのこれから
時 3月1日(土)13:00～
場 有田振興局 3階 大会議室
定 30人（先着順）
申 電話、FAX、Eメールで住所、
氏名、電話番号をりぃぶる

「こどもふるさと探検隊」
隊員募集！

（注）平成14年度は管理職以外の職員は、給料の1％を減額しています。

（注）平成14年度は、厳しい財政状況を踏まえ管理職の職員は給料の2％、管理職
以外の職員は給料の1％をそれぞれ減額しています。

（注）（ ）内は、再任用短時間勤務職員であり、外書きです。

問 県男女共生社会推進センターりぃぶる 〒640-8319和歌山市手平2-1-2
和歌山ビッグ愛9階 t073（435）5245 FAX073（435）5247 
Eメール e0315012@office.wakayama.go.jp

日程 3月26日（水）
9:00～

コース 県民文化会館→紀伊風土記の丘
（和歌山市、埴輪

は に わ

づくり体験）→動物愛護
センター(野上町、楽しい動物愛護教室）
対象 県内の小学生とその保護者80人程度 抽
（保護者1人につき、子ども3人まで同伴可。
大人のみ、小学生のみの参加は不可）
費用 2人1組2,600円
（3人以上の場合は増額。要問合わせ）
申込 ハガキに申込者の住所、氏名、年
齢（学年）、電話番号を記入し、2月20日
までに県庁広報室
問 申込先

区　　分 6月期 12月期 3月期 計

期末手当
1.45月分 1.55月分 0.50月分 3.50月分
(0.70月分) (0.90月分) (0.25月分) (1.85月分)  

勤勉手当
0.60月分 0.55月分 － 1.15月分
(0.30月分) (0.30月分) (    － ) (0.60月分)  

職制上の段階、職務の級等による加算措置 有
区　　分　　　和　歌　山　県 国
（支給率） 自己都合（月分） 勧奨・定年（月分）
勤続20年 21.0 28.875                                   
勤続25年 33.75 44.55 同　じ
勤続35年 47.5 62.7                                       
最高支給限度額 60.0 62.7                                       

その他加算措置
定年前早期退職特例措置 定年前早期退職特例措置
（2％～30％加算） （2％～20％加算）

退職時特別昇給 1～2号給 1号俸
1人当たり平均 1,955千円 30,756千円 －

甲　地 乙 地 その他 医師・歯科医師
支給対象地域 東京都

大阪市 和歌山市
和歌山市

－
特別区 以外の県内

支給率（％） 12 10 3 1.5 10     
支給対象職員数（人） 76 60 8,944 9,517 28
国の制度（支給率）（％） 12 10 3 － 10  

支給対象職員1人当たり平均
支給年額（13年度決算）（円）

115,822円

区　　　分 全　職　種
職員全体に占める手当支給職員の割合 43.4％
支給対象職員1人当たり平均支給年額 148,967円
手当の種類（手当数） 46                         

代表的 支給額の多い手当
へき地手当、病院看護業務等手当、教員特殊業務手当、

な手当
教育業務連絡指導手当、夜間特殊業務手当

の名称
多くの職員に支給 教員特殊業務手当、病院看護業務等手当、教育業務連
されている手当 絡指導手当、へき地手当、夜間特殊業務手当

平成12年度
支　給　総　額 3,317,813千円

職員1人当たり平均支給年額 391千円

平成13年度
支　給　総　額 3,284,405千円

職員1人当たり平均支給年額 388千円
配偶者以外の 配偶者がいな その他の 満16歳から

区　分 配 偶 者 扶養親族2人 い職員の扶養 扶養親族 満22歳まで
まで 親族のうち1人 の子

支給額 14,000円 6,000円 11,000円 5,000円 5,000円加算
支給要件 和歌山県 国

住居を借り受け月額12,000円 を 借家 最高 27,000円 借家 最高 27,000円
超える家賃を支払っている職員（借家）
自宅を所有している職員（自宅） 自宅 4,600円 自宅 2,500円

5年経過後 1,000円
支給要件 和歌山県 国

交通機関 交通機関
通勤距離が片道2Ｋｍ 全額支給限度額 53,000円 全額支給限度額 45,000円
以上で、交通機関を 最高支給限度額 無 最高支給限度額 50,000円
利用しあるいは交通 （53,000円との差額1／2加算）
用具を使用して通勤 交通用具 交通用具
している職員 （二輪）限度額 20,900円 （二輪）限度額 20,900円

（四輪）限度額 44,300円 （四輪）限度額 20,900円

職員手当の状況

(

14
年
度
支
給
割
合)

期
末
勤
勉
手
当

退
職
手
当

(

14
年
４
月
１
日
現
在)

調

整

手

当

(

13
年
度
の
状
況)

特
殊
勤
務
手
当

勤
務
手
当

時
間
外

(

15
年
１
月
１
日
現
在)

扶
養
手
当

住
居
手
当

通
勤
手
当

（注）期末勤勉手当の（ ）内は、再任用職員に係る支給割合です。
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おもしろルアークラフト
日用品を利用して色々なルアーを
作成して試す
日程 3月1～2日(1泊2日) 
会場 紀北青少年の家（かつらぎ町）
対象 小学4年生～高校生40人 抽
費用 3,000～3,200円
申込 電話、FAX、ハガキで2月
16日まで会場

小学生だって！卒業旅行
小学生最後の思い出づくりに、県
内各地の6年生と交流
日程 3月8～9日(1泊2日)
会場 白崎青少年の家（由良町）
対象 小学6年生3人以上のグループ

10グループ　抽
費用 1人3,700円
申込 電話、FAX、ハガキで2月
21日まで会場

ハガキ･FAXで申し込む場合　
参加者全員の住所、氏名、年齢（学年）、電話番号、保護者名、希望講座名
を記入してください

「水槽写真教室」作品展
１月に開催した「水槽写真教室」で

撮影された写真の作品展

日程 2月16日～3月2日

会場 自然博物館

費用 入館料

自然観察会　
恐竜をさがせ!!
県内初の恐竜化石

発見をめざし、化

石の採集にチャレンジ

日程 3月9日(日)、23日(日)

※いずれも13:00～16:00

会場 広川町内

対象 小学生以上、各日80人　 抽

費用 20円(傷害保険料等)

申込 往復ハガキに参加希望日、住所、

氏名、年齢、電話番号を記入し、2

月22日までに県立自然博物館「恐

竜をさがせ」係

申込・問合先
県立自然博物館　
〒642-0001海南市船尾370-1
t073(483)1777

自動車の登録手続きはお早めに
自動車税は、4月1日現在の自動車の所有者（使

用者）に課税される税金です。転売や下取りの

場合でも、運輸支局で手続きをしないといつま

でも課税されます。

また、3月は自動車の登録関係等の申請が最も多

く、特に月末になると窓口が非常に混雑します。

名義変更や廃車の手続きは、お早めに和歌山運

輸支局（和歌山市）へ

問 和歌山運輸支局登録部門t073(422)2154

確定申告は自分で書いて、お早めに！
平成14年分の所得税、贈与税、県・市町村民
税、個人事業税の申告は、3月17日までです。
所得税の確定申告をすれば、県・市町村民税、
個人事業税の申告は不要です。
また、個人事業者の消費税、地方消費税の確
定申告書の提出は3月31日までです。
各税務署では、地区申告相談所を開設していま
す。
問 各税務署、各振興局県民行政部税務課（海草
は税務部）、各市町村税務担当課

日本プロサッカーリーグ（J1）

所属の名古屋グランパスエ

イトが紀三井寺競技場（和

歌山市）で春季キャンプを

行うことになりました。昨年のワールドカップサッカー

日本代表ゴールキーパーの楢崎選手やエースストライカーの

ウェズレイ選手も参加し、練習試合なども行われる予定です。�

もちろん見学もできます。�

2月6日（木
）～17日（

月）�和歌山年金相談サービスセンター(和歌山市三木町)
が3月3日から移転し、名称も変わります。
［移転先］和歌山市太田430-7太田TKビル1階
［名　称］和歌山東社会保険事務所年金相談センター

t073(475)6511(3月3日～)
問 和歌山社会保険事務局t073(421)8600

地方労働委員会は、労働者個人と事業主との間
の解雇や賃金等に関するトラブルの解決のお手
伝い(あっせん)をしています。
トラブルでお悩みの方はご相談ください。

和歌山県地方労働委員会事務局
t073(441)3782

紀北青少年の家
〒649-7112 かつらぎ町中飯降
1317-3
t0736(22)5530
FAX0736(22)5531
白崎青少年の家
〒649-1123 由良町大引961-1
t0738(65)2351
FAX0738(65)2352

申込･問合先


